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１．研究計画の概要 
本研究は，日本語の連体修飾節内の主語の
言語化に関する「認知モード転換」という観
点に基づく一般化の理論的妥当性を，(1)日本
語，韓国語の通時的データ調査分析，(2)方言
レベルでの両言語の振る舞いの調査を通し
て検証を試みるものである。 
語用論的関係節と呼ばれる被修飾名詞と連
体節内述語が統語的関係にない連体修飾節
表現の存在が，日本語の関係節化を「認知モ
ード転換」として分析することの理論的妥当
性を示していると考えられる。 
言語類型論的に日本語に近いと考えられ，
語用論的関係節の存在が報告されている韓
国語の連体修飾節に着目して，「認知モード
転換」という観点に基づく分析の理論的妥当
性の検証を試みるものである。 
 
２．研究の進捗状況 
本研究が対象とする名詞修飾節の構造に関
して日韓語が示す明確な差異の一つは，属格
主語の許容度である。日本語はかなりの許容
度を示すのに対して，現代韓国語は殆ど許容
しないとする文法記述が一般的である。しか
し，本研究の代表者・分担者が過去に行なっ
た予備調査では，韓国語南部方言話者の間で
比較的容認度が高いことが観察された。そこ
で，韓国語南部方言の分布する地域の中心に
位置する麗水で，名詞修飾節に属格主語が用
いられる例文をまとめた questionnaireを用
い，インフォーマントの文法性・容認度の判
断を引き出す作業を中心とするフィールド
調査を行なった。その結果，予備調査で見ら
れた言語観察は，概ね支持されることが確認
できた。 

類型論的に似ていると考えられる韓国語が
日本語と同様の関係節化を反映すると仮定
すると，韓国語の語用論的関係節の主語もま
た属格でマークできることを予測する。この
点を確認するため，予備的聴き取り調査を韓
国人研究協力者および複数の母語話者に実
施した。調査結果は予測に反して韓国語の語
用論的関係節において属格主語は基本的に
容認されないというものであった。興味深い
ことに，韓国語の語用論的関係節は属格主語
を容認しない一方で，主語名詞が主格マーク
される場合と，形態論的にはゼロマークとな
る場合があることが調査で確認できた。この
結果は，韓国語の属格主語の非生産性は，連
体修飾節内の主語が形態的にはゼロ形式で
現れる構文パターンと関係している可能性
を示唆していると考えられる。 
九州地方の方言においては現在も主節主語
が「ノ」でマークされるとする先行研究を踏
まえ，熊本県において若い世代の方言話者に
聞き取り調査を実施した。その結果，主節主
語を「ガ」でマークするのが定着している一
方で，主節主語が「ノ」でのマークされた文
も適格文として容認されることが確認でき
た。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
理論的予測を検証するフィールド調査お
よびアンケート調査がおおむね計画通りに
進んでいる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
日本語の「NP1-ノ NP2」に対応する韓国語
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表現が「NP1-ZERO NP2」となるものが存在す
ることを踏まえて今後の調査研究を進める
必要が明らかになった。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者，研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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